
令和元年度 学校関係者評価結果 

 

学校関係者評価を実施
した主な評価項目 

地域連携・ＰＴＡ活動、学習指導、進路指導、生活指導、 

生徒会活動、学校保健 

自己評価結果について いずれも、妥当な自己評価結果である。 

今後の改善方策につい
て 

 

・ 生徒の基礎学力を向上させるため、授業以外の学習時間の確保

と、カリキュラムマネジメントによる授業改善を進める。 

・ 生徒の進路実現をサポートするため、進路説明会を始めとする

情報提供に関する様々な取組を充実させる。 

・ 社会生活に適応し、強く豊かな心を涵養するため、生徒の心身

の健康に配慮し、厳しくも温かい生徒指導を進める。 

・ 地域の誇りとなる学校を目指すため、地域やＰＴＡと連携し、

様々な教育活動を充実させる。 

・ 教職員の多忙化を解消するため、働き方改革を進める。 

  

その他（学校関係者評
価委員から出された主
な意見、要望） 

 

・ どの生徒も笑顔でしっかり挨拶ができている。 

・ 生徒たちの伸び伸びとした育ちを感じました。 

・ 総合学科発表会では、それぞれの発表はよく調べ、理解した上

で発表されており、大変説得力があり、感心しました。 

・ 主体的に追究する活動はとても意義のあるものだと思います。 

・ 地域の活動に積極的に参加するなど、まさに地元とともにある

学校だと思います。 

・ 毎月１０日の見守り活動をしているが、自転車のマナーに気を

付けてほしい。 

・ 高校生のうちから論文を書き、発表することは良いこと。 

・ 青少年育成大会の発表が素晴らしかったのは、こうした日ごろ

の取り組みのたまものだと感じた。 

・ 防災の意識も高い様子なので、引き続き協力をお願いしたい。 

・ 自分のやりたいことを見つけられる総合学科はおもしろいと感

じた。 

  

学校関係者評価委員会
の構成及び評価時期 

・構成    ･･･学校評議員６名（ＰＴＡ会長を含む。） 

・評価時期･･･令和元年９月１１日（水）～１３日（金） 

       令和２年２月１３日（木） 

 


